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匡頭頭　　　　　　　｢水俣病の科学｣

西村肇　岡本達朗著　　日本評論社　　2001年6月刊　3500円

飯島光治

私が改めて水俣病に､関心をもったのはNHKテレビで､チッソ附属病院長の神川一民

芸雲量書籍量孟完孟孟去26誓<l£慧OL諾筑誓警手荒烹諾み､そし.
本書の特徴は､患者の方々のこんなに苦しませて､そのわけが知りたいの声をきっかけ

に､1973年よりミ呈三.生かけて出来上がりました｡本書は

1)水俣病の科学的因果関係の解明を目的とする｡

2)自然科学者と人文科学o)研究者とo)協同研究か強みを尭拝した稀有a)例だと思うo

とあります｡

ここで､自然科学者として西村氏の他赤木洋勝氏(国立水俣研究センター)も入ります.

岡本氏は､ただ一人の大卒者として､チッソの第1組合委貞長を(1970･77年)0 1 )かつ

2)の本は､最初で恐らく最後では､ないかと｡

研究には､今までのデータ(熊本大､チッソ､水産試験所､外国の論文等)を詳しく調
べながら､この本には､初めて明きらかにしたという箇所に出会います｡

1 ) 1987年､赤木と西村は､海中のメチル水銀濃度を､正確に測定することに初めて､成

功した(p146)

2〕赤木は､魚介帝の簡顔中の水掛ま､ほとんど全量が､メチル水銀であることを実臥
■

1985年に発表( p152)

3去苦と三､警誉潜る有触靴学に基づいて､ ji頻銀の生成脚を軌b-T一本抑こ

本書の内容は､

序章　腐かれなかった謎　　　　　　　　　　　(p13-p22)

第1章　水俣のチッソのアセトアルデヒド工場　　(p23-plOl)

第2章　海のメチル水銀汚染　　　　　　　　　( plO2-p217)

第3章　メチル水銀の生成から排出まで　　　　　(p219-p315)

結語　あとがき　補論　なぜ水銀が有機物に化合するか(補論はp333-p3争3)
ノ二第1章には､現場作業員の方の証言があや､全章に質問項目があり､一方通行にな

っていません.

水俣病は､ 20世紀最大の公害で､海からの初の汚染例｡公害といっても､チッソの社

害では｡本書により､はっきりと原因を明らか-なぜメチル水銀が､認定患者が多く発

症した時期(実はその前から)に大量に排出されたかを一にした訳ですが､元々の原因

としては､チッソの戦前からの､安全は､ Bの鞠とする技術体質にありますoまずモノ

を創れ､命は2の次､爆発してもかまわんという｡漁民の抗議に耳を傾け､安全を真剣

に考え､対策をたてていたら､こんな多数の長年にわたる被害は､防げたと本書にあり

ますo

最後の方で､科学､技術の在り方を問うています｡西村氏は1968年の大学紛争の頃､

若き教官として議論をo水俣病の研究は､企業､大学にとってタブーであった｡この40

年間､全体としてどれだけ研究されたか｡ (応用化学者は､約5万人)｡でも著者は､成

果はどうだrといっていません｡長年の追求で､明きらかにしたが､患者の方々には､

間に合わなかったとQ　　　　　　　　　　　　　　　　(2009年. 9月記)
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